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2   summary

Tsukishima Project

平成 5年に現在の総務省がおこなった住宅統計調査の住宅ストック

更新周期の世界比較によると、英国 141 年、米国 96 年、フランス

86 年、ドイツ 79 年に対し、日本は 30 年であり、建物寿命に対する

考え方には大きな差があるように思われる。友澤史紀によると、建

物寿命には物理的、社会的、機能的要因の 3つがある。物理的要因

とは、部材の経年劣化や特殊な劣化環境要因による性能低下によっ

て要求性能を満足できなくなることである。社会的、機能的要因と

は、時間が経つにつれて使用者の利用方法に変化が起き、使用者を

満足させることができなくなることである。この 3つの中で、通常

は物理的要因による耐用年数より、他の要因による耐用年数のほう

が短く、それによって寿命を迎える場合が多い。建物寿命を向上さ

せるためには、物理的要因が技術的に解決可能である現在において、

機能的要因による耐用年数を長くしなければならない。つまり建築

空間を使用者の時間的変化に対応できるよう、設計しなければなら

ないのである。

モダニズム以降、機能に適した空間をつくるため、空間は機能ごと

に床、壁、天井によって分節されてきた。こうした空間の分節は機

能と空間の 1対 1の対応を生む上では好都合であるが、建物の機能

変化への対応力を欠如させている。その意味で床、壁、天井は建物

への｢規定力｣として作用する。しかし近年、既述のとおり、建築に

は機能への追従性が求められている。また 3章で詳述するが、空間

は身体と一体となって変化の可能性を保持するべきものである。そ

こで本研究では、建築空間における規定力に着目し、規定力を軽減

する手法 ( 以下、インクルーシヴな手法 ) を示し、使用者の機能的・

時間的変化に対応する空間、竣工後に発生する機能を受け入れる空

間を設計することを目的とする。

　本論の構成は、モダニズム期に発生した｢計画｣概念、モダニズム

以降の形態的空間分節の変遷を概観し、インクルーシヴな建築の事

例分類を行い、新たな分節手法を提案する。そして新たな分節手法

を用いて、集合住宅の設計を行う。

1 研究の背景と目的

建築計画は、目的・機能ごとに空間を分節してきた。日本の集合住

宅を例としてみると、1950 年頃、｢食寝分離｣と｢寝室の独立性｣が建

築計画に組み込まれたことで、公営住宅標準設計に変化が起きた。

1949 年度公営住宅標準設計｢49Ｂ型｣( 図 1) と 1951 年度公営住宅標

準設計｢51C 型｣( 図 2) を比較すると、｢49B 型｣は部屋の用途構成が明

確でなく、居室間は襖 ( 可動間仕切り ) で仕切られていたのに対して、

｢51C 型｣は、食寝分離のための台所兼食事室 (DK) が設けられ、さら

に居室の独立性のため居室間を壁で仕切っているのが見て取れる。

さらに高度成長期に入ると、国民の水準が向上し、居間が確立され、

次に住戸内の公私の分化が、一般的な建築計画となっていった。

2　一般的な建築計画

図 1　｢49B 型」 図 2　｢51C 型｣

3　モダニズム以降の建築空間

　本章では、｢計画｣概念が生まれたモダニズムの建築空間から、現在

にいたるまでの建築空間の変遷を辿ることにする。

3.1　モダニズムの建築空間

　モダニズムの先駆者と呼ばれる建築家オットー・ワーグナーは、

｢目的を把握し、それに適した材料と構造を選び、そこで成り立つ形、

それがわれわれの時代の建築様式である。｣と述べ、当時の使用目的を

軽視した建築に対して、目的に適応した形態で建築空間があるべきと

いう新しい建築論を展開した。彼の建築空間は、｢あらゆる建築創造の

始まりは構成である。｣と述べているように、建築プログラムに応じた

要求を単純明快に配列することによって生まれるものであった。これ

は、機能主義の典型的な表明である。

3.2　インクルーシヴな建築空間
　機能主義の概念は、目的に適した空間を建築家がつくりだすことで

あった。そこには、空間を使用する使用者についてはほとんどふれら

れておらず、建物が竣工したときに空間は完結していた。

これに対し、建築家の坂本一成は、自由で開かれた身体に対応できる

建築空間｢環境としての建築｣を提案している。これは、今日の社会的

制度や建物の空間によって決定している人間の身体のあり方に疑問を

もち、使用者を中心とした、人間の精神、身体に開かれた空間をめざ

すものである。このような考え方は 20 世紀初期の哲学的思想の中に

見て取ることができる。

3.2.1　実存主義から建築空間へ
　哲学において 20 世紀初期から、幾何学的な抽象的空間と人が知覚し

ている実存的空間は違うという議論から、経験的な空間が注目されはじ

めた。ドイツの哲学者エドムンド・フッサールは経験に基づいた空間論

を展開している。西研によるとフッサールの核心は、「真善美という価

値、感情、欲望などの本質は、体験をじかに観取することによって考え

進めていくこと」と述べている。フッサールの研究の中心には｢知覚体

験｣があり、そこから生じる彼の空間論は使用者によって獲得され、構

成されるものである。

　20 世紀後半になり、建築空間論に前述した哲学的思想を取り入れたの

が、建築家のノルベルク・シュルツである。彼によると、｢実存的空間は、

人間が環境と相互に作用しあいながら満足に生活してゆけるために発達

させるシェマである｣10) と述べている。つまり空間は、使用者の可能性

を見出す環境をつくることである。

現在の空間に関する見解として、空間はわれわれの存在に先立って在る

という古典的な考え方から、空間はわれわれの存在とともに在るという

考え方に移行してきた。人間と空間には一体性がある、つまり空間は身

体と切り離すことができないのである。よって、1章で述べた建物寿命

を向上させる理由に加えて、使用者の変化の可能性を受け入れる環境に

していくために、床、壁、天井による規定力を軽減していくことが必要

である。

4　インクルーシヴな建築の事例

　本章では、建築空間の規定力（方向性、平面的分節、垂直

的分節）を軽減するインクルーシヴな建築事例を分類する。

事例データは、表 1のようにまとめる。

4.1　規定力｢方向性｣を軽減する手法

　空間には必ず方向性がある。開口があれば自然と意識が開

口に向く。建物を建てるとき、日当たりを考慮し、南面が建

物の正面になる。このような方向性は空間の用途を限定し、規

定力をつくり出す。そこで事例を参考に規定力｢方向性｣を軽減

する手法を分類し、素材配置により、方向性を減らす手法を見

出した。（表 2）

4.2　規定力｢平面的分節｣を軽減する手法

　建物は柱、壁によって空間を分節することで、規定力が生ま

れる。これによって、空間が独立し機能的・時間的変化に対応

することができなくなる。そこで、事例を参考に規定力｢平面

的分節｣を軽減する手法を分類し、空間を連続させつつ視覚的な

分節手法を見出した。（表 3）

4.3　規定力｢垂直的分節｣を軽減する手法

　垂直的分節とは、スラブによる分節のことである。フロア

が積層されれば、各階の連続性を生み出すのは困難である。

一般的に各フロアで機能・用途が完結している。つまり垂直

的分節によって規定力が生じている。そこで事例を参考に規

定力｢垂直的分節｣を軽減する手法を分類し、4.2 同様、空間を

連続させつつ視覚的かつ身体的な分節手法を見出した。（表 4）
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表 2　規定力｢方向性｣を軽減する手法

表 3　規定力｢平面的分節｣を軽減する手法

表 4　規定力｢方向性｣を軽減する手法

5　小結
　モダニズムの建築空間は、目的、機能ごとに空間を分節し

てきた。その分節が規定力となり、機能変化への追従性を低

下させている。加えて、建築空間の使用価値は、日々の生活

で様々に変化し、発見されるという考え方が主流となる現在、

この規定力を軽減する建築が増えている。前章ではその事例

分析を行い、その手法を分類し、主として空間分節に代わる

視覚分節の手法を確認した。次章では集合住宅設計において、

その応用を試みる。

事例番号　：　52

事例　　　：　QUICO 神宮前

設計者　　：　坂本一成

参考　　　：　新建築　2006.3 

規定力　　：　垂直的分節

軽減手法　：　スキップフロア

　全体を貫くスキップフロアの構成は、用途の分節

に対応しながら、各層の平面形状の違いや外部との

関係から部分部分の空間に質の変化を伴い、三次元

的に複合した関係をつくり出している。

　住宅やオフィスやショップのそれぞれ複層化した

階が、スキップ状に組み込まれて一望できる構成と

なっているばかりでなく、この三者の空間も部分的

に繋がることで、広がりを確保しつつ重ねられてい

る。このことから狭窄や部分的遮断が形成され、広

がりに分節を与えてさらに多様化する。

　この建物の主題は、社会や文化のさまざまな制約

の内でいかに自由な活動と精神を確保できる場を提

供できるか、ということであった。いかに自由で開

放的な身体と精神が確保されるかが問題である。ま

た建物の示威的な形態や形式性は私たちの身体や精

神を強引に固定した世界の枠にはめ込もうとする。

こうした強固な形態や形式性をいかに相対化して、

そこに関わる私たちを解放し自由にするかというこ

とである。こうした空間こそ人びとの精神を解きほ

ぐし、自由さと豊かさを生み、そのことでさまざま

な可能性を与えるものである。

1階 ( オフィス）平面図　1/200

2 階 ( 住宅 ) 平面図　1/200

アクソノメトリック

表 1　《QUICO 神宮前》データシート



計画敷地

敷地模型

3　site

Tsukishima Project

Tsukishima,  Tokyo,  Japan　　scale :: 1/3200

月島地区の概要

明治29年(1896)、東京湾澪浚(みおさらい)工事
によって浚渫した土砂を利用して、第1区(月島
1号地)、第2区(月島2号地)、新佃島が埋め立て
られた。本敷地は、第1区(月島1号地)、現在の月
島1丁目から3丁目にあたり、明治25年(1892)に
埋め立て計画第1号として完成した。
　月島地区は、計画的に現在の街並みが築造
された地域であり、街区はすべて同じ規格でつ
くられている。街区は、約60ｍ×約120ｍの長方
形で幅員10.91ｍ、5.45ｍの道路が格子状に入
り、整然とした街区構成がなされていて、基本的
に1街区の中に5～6本の路地が連続的に配置
されていて、これら路地とそれに面した独特の
長屋風景は、中央区の下町的情緒をかもしだし
ている。
　社会学者の内田隆三によれば、現在の月島は
西仲通りを中心に下町風情の残る地区であるが、
それらの多くは、消費社会やツーリズムの視線に
対する迎合のかたちとして定着している、と述べ
ている。

Aero  Photo

月島地区の残る路地風景

路地の先に見える高層マンション
低い家並みと高層マンション群が
隣接し、異質な生活と文化の地層が、
建物の形態を通して表出

路地空間



4　context

Tsukishima Project

月島地区のコンテクストとして「路地」を抽出

共用廊下と視線の抜けに取り入れる



5　concepts

Tsukishima Project

ⅰ)　平面形状における｢コの字｣｢Ｌ字｣｢Ｚ字｣｢Ｔ字」

　これらの平面形状は、各辺にあたる部分で領域をつくり、

緩やかな距離感で連続する一体空間となる。空間を折り曲

げていくことで、使用者の位置によって、視覚的に空間を

分節する。

ⅱ)　断面形状における｢コの字｣｢Ｌ字｣

　床スラブによって上下の空間が分節されてしまうが、住

戸内つくることで、水平方向に加えて、垂直方向への展開

を作り出す。

ⅲ)　隣接住戸貫入による断面的凹凸 ⅳ)　スキップフロア ⅴ)　住戸に必要な設備空間の配置による平面的凹凸

　隣接する住戸を他の住戸に貫入させることで、住戸を凹

凸させつつ、視覚的連続をつくりだす。

　スキップフロアは、床に段差をつけることで、視覚的

かつ身体的に空間を分節し、水平垂直方向に空間を連続

させていく。

　壁は空間の規定力として作用してしまうが、すべて取

りさることは困難である。特にトイレといったプライベ

ートなものには一般的に四方が壁で囲まれている。これ

らの壁が住戸内の必要最低限の壁であり、取り去ること

は難しい。そこで、逆にこうした設備空間の配置検討を

おこない、それによって、住戸内の空間を分節する。

｢コの字｣型形状 ｢Ｌ字｣型形状

｢Ｚ字｣型形状 ｢Ｔ字｣型形状

断面｢コの字｣型形状

断面｢Ｌ字｣型形状 断面的凹凸住戸 スキップフロア 設備空間を囲うように構成させた住戸

■規定力を軽減する新たな提案
　集合住宅の個々の住戸内において、個室の存在は必然であり、

一般的に床、壁、天井によって構成されている。しかし、床、

壁、天井によって、空間に規定力が発生し、使用者の機能的変

化の可能性を受け入れることが困難となっている。そこで、こ

の床、壁、天井による規定力を分解し、軽減しつつ、空間の分

節化をおこなう必要がある。

住戸計画において、必要以上に床、壁、天井をつくらず、内部空間を構成する。

以下の 5つの形態的手法を用いる。

①平面形状における｢コの字」｢L 字｣｢Z 字｣｢T 字｣

②断面形状における｢コの字｣｢L 字｣

③隣接住戸貫入による断面的凹凸

④スキップフロア

⑤住戸に必要な設備空間の配置による平面的凹凸

緑色部分の住戸は、オレンジ色の住

戸によって、住戸内に凹凸がつくり

だされている。隣接する住戸（オレ

ンジ色の住戸 ) を構成する床、壁、

天井によって、緑色の住戸は、垂直

方向に分節され、空間に視覚的連続

が生み出されている。
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17　section

Tsukishima Project



18  elevation

Tsukishima Project



断面模型
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